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福を呼ぶ「鬼岩の福おに」
２月６日、鬼岩公園で「福おに祭」が行われまし

た。
鬼岩の鬼は、福を呼び込み厄払いをしてくれると

いう言い伝えがあり、豆まきの時には「鬼は内、福
は内」と変わった掛け声がかけられました。
この日は福豆をつかみ取ろうと、大勢の家族連れ

でにぎわいました。

主な内容
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建　物 車　両 林　野 その他 

月別出火件数 

原因別出火件数 
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寺河戸 小田 山田 土岐 明世 日吉 釜戸 大湫 稲津 陶 

地区別出火件数 

建　物 

車　両 

林　野 

その他 

たき火 
12件 

たばこ 
2件 

こんろ 
2件 

放火の疑い 
1件 

放火 
1件 

その他 
6件 

不明・調査中 
4件 

建物 
7件 

車両 
6件 

林野 
1件 

火災件数 
28件 

その他 
14件 

一般負傷 
134件 

　
昨
年
の
火
災
件
数
は
28
件
で
、
前

年
よ
り
11
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

　
火
災
種
別
は
建
物
火
災
７
件
、
林
野

火
災
１
件
、
車
両
火
災
６
件
、
そ
の
他

の
火
災
が
14
件
で
し
た
。 

　
原
因
別
に
み
る
と
、
た
き
火
が
12

件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
そ
の
他
が
６

件
、
不
明
・
調
査
中
が
４
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
火
災
で
２
人
の
方
が
負
傷
さ
れ

ま
し
た
。 

た
き
火
な
ど
の
裸
火
に
注
意
し
、
自
分

で
消
そ
う
と
せ
ず
早
い
通
報
が
望
ま
れ

ま
す
。 

　
地
区
別
で
は
、
土
岐
町
が
７
件
、
次

い
で
山
田
町
が
５
件
、
陶
町
が
４
件
、

寺
河
戸
町
、
小
田
町
、
日
吉
町
が
各
３

件
、
明
世
町
、
釜
戸
町
、
稲
津
町
各
１

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

'04みずな みの消防 みの消防 
火災種別 

・火災件数  28件 

・損害額  4,025万円 

・原因1位はたき火 

・負傷者２名 

火　災 

2平成17年３月１日



10年間の救急出場件数 

月別救急出場件数 
急病 交通事故 一般負傷 その他 

地区別救急出場件数 

急病 交通事故 一般負傷 その他 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 8月 10月 12月 7月 9月 11月 
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寺河戸 小田 山田 土岐 明世 日吉 釜戸 大湫 稲津 陶 市外 

急病 
748件 

救急出場件数 
1,324件 

交通事故 
233件 

一般負傷一般負傷 
134件 
一般負傷 
134件 

その他 
209件 

　
救
急
出
場
件
数
は
１
３
２
４
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
152
件
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
事
故
種
別
で
は
急
病
が
748
件
と
56

％
を
占
め
、
次
い
で
交
通
事
故
が
233
件
、

転
院
搬
送
が
150
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
搬
送
人
員
は
１
３
４
１
人
で

約
32
人
に
一
人
の
割
合
で
搬
送
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

'04みずな  みの消防 '04みずな 
救急種別 

救急件数1,324件 
・急病56％ 
・救急出場１日3.6件 
・市民の32人に 
　　　　１人を搬送 

救急・救助 

　
救
助
件
数
は
34
件
で
前
年
よ
り
11

件
増
加
し
ま
し
た
。
救
助
し
た
人
員
は

14
人
で
す
。 

　
過
去
10
年
間
を
見
る
と
、
救
急
需

要
の
増
加
に
伴
い
出
場
件
数
が
急
速
に

増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
は
１
３
０
０
件

を
超
え
る
結
果
と
な
り
、
３
台
の
高
規

格
救
急
車
を
運
用
し
て
い
ま
す
が
、
昨

年
は
年
間
で
重
複
救
急
出
場
が
多
く
発

生
し
、
救
急
車
が
１
台
も
い
な
い
空
白

の
時
間
が
発
生
し
て
い

ま
す
。 

　
本
当
に
緊
急
性
の
高

い
傷
病
者
へ
の
対
応
に

支
障
が
出
か
ね
な
い
状

態
で
す
。
み
な
さ
ん
の

適
正
な
救
急
車
の
利
用

が
望
ま
れ
ま
す
。 

瑞浪市役所　1 68-21113



国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す 
国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す 
国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す 

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が 

　
　
　
　
　
　
　
創
設
さ
れ
ま
し
た 

口
座
振
替
の
割
引
制
度
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
導
入
さ
れ
ま
す 

   

　
国
民
年
金
の
任
意
加
入
の
対
象
で
あ
っ
た
が
未
加
入

で
障
害
を
負
い
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い

方
に
対
し
て
福
祉
的
措
置
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

○
支
給
対
象
者 

・
平
成
３
年
３
月
以
前
の
任
意
加
入
で
あ
っ
た
学

生 

・
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
任
意
加
入
で
あ
っ
た
被

用
者（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
等
の
加
入
者
）の

配
偶
者 

　
右
記
に
該
当
す
る
方
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
が
あ
り
、

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
１
、
２
級
相
当
の
障

害
に
該
当
す
る
方
。 

○
支
給
額 

　
　
　
１
級
：
月
額
５
万
円
　
２
級
：
月
額
４
万
円 

○
受
付
の
場
所
及
び
開
始
日 

　
　
　
場
　
所
　
市
役
所
　
保
険
年
金
課 

　
　
　
開
始
日
　
平
成
17
年
４
月
１
日 

○
支
給
開
始
等 

・
障
害
認
定
等
の
審
査
、
支
給
事
務
は
、
社
会
保

険
庁
で
行
い
ま
す
。 

・
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。（
４
月
中
に
請
求
い

た
だ
く
と
５
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
） 

　
請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
で
き
ま
せ
ん
の
で
５
月
分
か
ら
受
取
る
た
め

に
は
４
月
中
に
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

・
障
害
給
付
の
認
定
事
務
は
、
過
去
の
状
況
等
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
時
間
と
手
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　
　
な
お
、
支
給
が
決
定
す
れ
ば
、
請
求
の
翌
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

              

   

　
毎
月
の
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
の
希
望
者

に
、
口
座
振
替
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
通
常
は

納
付
対
象
月
の
翌
月
末
が
振
替
日
で
す
が
、
申
出
に
よ

り
納
付
対
象
月
と
同
月
末
に
口
座
振
替
を
行
う
場
合
に

割
引
が
適
用
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
４
月
分
の
保
険
料
よ
り
早
収
割
引
を
さ
れ
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
分
の
保
険
料
の
口
座
振
替

が
４
月
末
日
で
あ
る
た
め
、
平
成
17
年
４
月
の
末
日
に

は
、
３
月
分
と
４
月
分
の
２
か
月
分
の
保
険
料
が
引
き

落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

・
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

　
手
続
き
の
場
所 

多
治
見
社
会
保
険
事
務
所
及
び
瑞
浪
市
役
所
の
国

民
年
金
の
窓
口 

※
割
引
額
に
つ
い
て
は
、
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ
決
定

さ
れ
ま
す
。
平
成
17
年
度
に
つ
い
て
は
月
々
40
円
割

引
さ
れ
ま
す
。 

           

4平成17年３月１日



国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す 

国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す 

第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
も
れ
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
救
済
さ
れ
ま
す 

免
除
基
準
の
変
更
に
つ
い
て 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
創
設
さ
れ
ま
す 

平
成
17
年
度
の
国
民
年
金
の 

　
　
　
保
険
料
額
の
変
更
に
つ
い
て 

   

　
平
成
17
年
３
月
以
前
に
第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
届

出
漏
れ
が
あ
る
場
合
、
現
在
は
届
出
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
２
年
前
ま
で
の
期
間
し
か
保
険
料
納
付
済
期
間
に
算

入
さ
れ
ず
、
そ
れ
以
前
の
期
間
は
、
保
険
料
を
未
納
し

て
い
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
気
づ
か
な
い
で
い
る
と
、
将
来
年
金
を
も
ら
う
と
き

に
な
っ
て
、
も
ら
え
る
年
金
が
減
額
に
な
っ
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
受
給
権
を
満
た
せ
ず
年
金
を
も
ら
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
で
平
成
17
年
４
月
よ
り
、
特

例
の
届
出
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
２
年
前
以
前

の
未
納
期
間
に
つ
い
て

も
、
納
付
済
期
間
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

　
特
例
の
届
出
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
、

事
業
主
経
由
で
社
会
保

険
事
務
所
へ
の
提
出
と

な
り
ま
す
。 

※
既
に
３
号
未
納
の
記

録
の
あ
る
方
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
３
号
被
保
険
者

記
録
の
変
更（
未
納

↓
納
付
済
）の
一
括

処
理
を
行
い
、
そ
の

対
象
者
に
は
処
理
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
既
に
年
金
受
給
者
で
３
号
未
納
の
記
録
の

あ
る
方
も
、
年
金
額
の
改
定
を
自
動
で
行
い
、
そ
の

結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。 

    

　
現
行
の
免
除
制
度
の
所
得
要
件
は
４
人
世
帯
を
基
準

に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
若
年
層
の
保
険
料
納
付
率
が
低
迷
し
て
い
る
な
か
、

若
年
層
に
多
い
単
身
世
帯
の
基
準
は
４
人
世
帯
と
比
べ

て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

単
身
世
帯
の
所
得
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。 

※
４
人
世
帯
な
ど
に
算
入
さ
れ
て
い
る
所
得
控
除
加
算

額
相
当（
22
万
円
分
）
を
単
身
世
帯
に
も
上
乗
せ
し
、

全
額
免
除
所
得
基
準
を
35
万
円
か
ら
57
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
半
額
免
除
基
準
も
、
68
万
円
か
ら
118
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

    　
　
若
年
フ
リ
ー
タ
ー
増
加
が
社
会
問
題
化
す
る
な
か
、

失
業
・
無
職
等
で
若
者
が
世
帯
主
で
あ
る
親
と
同
居
し

て
い
る
場
合
、
現
在
の
制
度
で
は
た
と
え
所
得
が
な
く

て
も
、
世
帯
主
の
所
得
が
多
い
場
合
免
除
が
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、
30
歳
未
満
の
若

年
者
に
つ
い
て
は
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
免
除

に
該
当
す
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

※
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
で
は
、
「
25
年
の
年
金
受
給
資
格
期
間
」
に
含
ま

れ
ま
す
が
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
　
年
金
額
に
反
映
す
る
に
は
納
付
猶
予
期
間
か
ら
、

10
年
以
内
に
追
納
し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
ま
す
。 

    

　
平
成
17
年
度
の
国
民
年
金
の
保
険
料
額
は
月
額
１
３，

５
８
０
円
に
な
り
ま
す
。 

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
毎
年
２
８
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
引
き
上
げ
額
は
、
今
後
の
賃
金
上
昇
率

に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
） 

 

◎
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
　
年
金
係
　
1
内
線
１
４
３ 
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こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

鶏
卵
肉
料
理
講
習
会
を
開
催 

窯
業
技
術
研
究
所
で
体
験
学
習 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
協
定
を
締
結 

宮前児童館 

　
２
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
、
多
治
見
工
業

高
校
セ
ラ
ミ
ッ
ク
課
２
年
生
の
竹
内
達
郎
さ
ん（
土
岐

町
）と
湯
原
宏
明
さ
ん（
釜
戸
町
）が
体
験
学
習
の
た
め
、

窯
業
技
術
研
究
所
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。 

　
竹
内
さ
ん
と
湯
原
さ
ん
は
、
石
膏
作
り
か
ら
カ
ッ
プ

が
で
き
る
ま
で
の
製
造
工
程
の
研
修
を
受
け
、
自
分
で

図
面
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
カ
ッ
プ
２
個
を
作
り
ま
し
た
。

　
２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
「
学
校
で
は
出
来
な
い
体
験
が
で

き
て
楽
し
い
」
「
今
回
の
体
験
を
将
来
に
役
立
て
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
２
月
２
日
、
日
吉
公
民
館
で
鶏
卵
肉
料
理
講
習
会
が

瑞
浪
市
農
業
婦
人
ク
ラ
ブ（
伊
藤
美
代
子
会
長
）の
会
員

14
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
習
会
は
、
鶏
卵
肉
消
費
拡
大
啓
蒙
事
業
の
一
環
と

し
て
、
地
元
消
費
者
の
鶏
卵
肉
に
関
す
る
理
解
と
利
用

拡
大
を
目
的
に
、
土
岐
地
方
畜
産
振
興
会
養
鶏
部
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
加
藤
久
美
子
栄
養

士
の
指
導
で
、
鶏
肉
の
和
風
ソ
テ
ー
や
チ
キ
ン
の
ホ
イ

ル
蒸
し
な
ど
７
品
目
を
作
り
、
試
食
会
で
は
出
来
上
が
っ

た
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
は
、
鶏
卵
肉
の
安
全
性
や
、
卵
の
持
つ
生
活

習
慣
病
の
予
防
効
果
な
ど
の
学
習
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
２
月
16
日
、
市
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
土
岐
支
部
瑞
浪
地

区
会（
松
村
有
三
会
長
）と
の
間
で
、
「
災
害
時
に
お
け

る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ
、

そ
の
調
印
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
調
印
式
に
は
　
嶋
市
長
ら
市
関
係
者
７
人
と
松
村
会

長
、
同
会
保
安
委
員
会
の
森
田
昭
二
委
員
長
が
同
席
し

て
行
わ
れ
、
今
回
の
協
定
書
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
災
害
時
に
は
、
避
難
所
へ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
供
給
す
る

な
ど
の
救
援
活
動
が
、
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

　
調
印
後
、
　
嶋
市
長
は
「
災
害
時
の
救
援
活
動
は
な

か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
専
門

の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
災
害
時
に
大

変
心
強
い
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
話
し
、
松
村
会
長
は

「
今
後
も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全
性
を
市
民
の
方
に
啓
蒙
し
、

災
害
時
に
は
全
力
で
協
力
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。 
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こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

３
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は 

　
　
　
　
　
　
　
　「
お
ぼ
ろ
月
夜
」で
す 

◎
防
災
行
政
無
線（
屋
外
放
送
）は
、窓
を
開
け
る
か
、外
へ
出
て
聴
い
て
く
だ
さ
い
。 

みんなの広場みんなの広場

全
国
大
会
で
の
健
闘
を
誓
う 

猿
子
村
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

天
徳
稲
荷
様
祭
礼 

宮前児童館宮前児童館 宮前児童館 

橋本幸汰ちゃん 
（３歳） 
西小田町 

古賀千裕ちゃん 
（３歳） 
南小田町 

こうた ちひろ 

「
き
の
こ
を
栽
培
し
て
み
よ
う
」 

企
画
展「
妻
木
御
殿
窯
‐
陶
片
展
‐
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
陶
磁
資
料
館 

３
月
市
議
会
　
定
例
会
日
程 

▽
一
般
質
問
　
　
　
　
３
月
９
・
10
日 

▽
採
決
・
閉
会
　
　
　
　
３
月
22
日 

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
議
会
事
務
局
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
人
数
の
制
限
が
あ
り
ま
す
） 

・
日
　
時
　
３
月
27
日（
日
）
９
時
30
分
〜
12
時 

・
講
　
師
　
藤
　
田
　
光
　
氏 

・
内
　
容
　
な
め
こ
・
ひ
ら
た
け
の
原
木
栽
培 

・
対
　
象
　
子
ど
も
〜
一
般（
定
員
20
人
） 

・
参
加
費
　
100
円（
当
日
徴
収
） 

・
締
　
切
　
３
月
21
日（
月
） 

◎
問
合
せ
　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
　
1
６
３
‐
０
０
１
５ 

・
期
　
日
　
３
月
27
日（
日
）ま
で 

　
　
　
　
　
開
館
時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分
　 

・
入
館
料
　
一
般
300
円
　
高
大
生
200
円
　
以
下
無
料 

・
休
館
日
　
３
月
21
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
と
３
月
22

日
・
23
日 

◎
問
合
せ
　
岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
1
２
３
‐
１
１
９
１ 

　
３
月
30
日
、
31
日
に
千
葉
県
の
白
子
町
で
開
催
さ
れ

る
「
第
４
回
全
国
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
に
出
場
す
る
、

堀
馨
太
君
・
宮
木
一
磨
君
ペ
ア（
瑞
浪
小
５
年
生
）と
鈴

木
健
介
君
・
安
藤
圭
祐
君
ペ
ア（
同
校
４
年
生
）が
２
月

14
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
　
嶋
市
長
に
大
会
で
の
健
闘

を
誓
い
ま
し
た
。 

　
堀
・
宮
木
、
鈴
木
・
安
藤
の
両
ペ
ア
は
、
昨
年
10
月

に
大
垣
市
で
行
わ
れ
た
同
大
会
の
県
予
選
で
そ
れ
ぞ
れ
、

５
年
生
の
部
３
位
、
４
年
生
以
下
の
部
優
勝（
２
連
覇
）

の
成
績
を
残
し
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま

し
た
。 

　
宮
木
君
が
「
全
国
大
会
は
初
め
て
の
経
験
。
練
習
の

成
果
を
出
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
る
と
、

　
嶋
市
長
は
「
日
本
一
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

　
２
月
13
日
、
土
岐
町

の
益
見
地
区
で
「
猿
子

村
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
旧
三
河
街
道
沿
い
を

会
場
に
行
わ
れ
た
同
ま

つ
り
は
今
年
で
５
回
目

を
迎
え
、
こ
ど
も
コ
ー

ナ
ー
や
う
ま
い
も
の
コ
ー

ナ
ー
な
ど
に
大
勢
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
ま
つ

り
は
大
盛
況
で
し
た
。 

　
２
月
６
日
、
寺
河
戸

町
の
水
の
木
地
区
で
「
天

徳
稲
荷
様
祭
礼
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
祭
礼
で
は
、
同
地
区

の
有
志
グ
ル
ー
プ
「
新

鮮
会
」
が
中
心
と
な
り
、

地
域
住
民
か
ら
集
め
ら

れ
た
約
200
個
の
賞
品
が

当
た
る
富
く
じ
も
行
わ

れ
、
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21117



スポーツガイド スポーツガイド 
中学生までの入院費の 
　　　　医療費を助成します 
中学生までの入院費の 
　　　　医療費を助成します 

軽自動車税減免のお知らせ 軽自動車税減免のお知らせ 

～乳幼児医療費の対象をさらに拡大～ 

県内の市では初めて 県内の市では初めて 

　４月１日から、現行の乳児医療費をさらに拡大し、入院医療費の自己負担分の助成を従来６歳までとし
ていたものを中学生までとします。 
◆対象となる人　小学１年生～中学３年生までの子どもを扶養する保護者で次の要件に該当する人 

１　子ども及び保護者が瑞浪市に居住していること。 
２　子どもが健康保険に加入していること。 
※所得制限はありません。 

◆助 成 対 象　子どもの入院に係る保険診療分の医療費の自己負担分(食事療養費を含む）ただし、助
成対象は４月１日以降の入院医療費になります。 

◆申 請 方 法　医療費を申請する人は、医療費の自己負担分を支払い、その領収書を添えて保険年金課
へ申請してください。おおむね１ケ月半程度で指定の口座に振込みます。 
高額医療費がある対象者は、支払時期が遅れます。 

◆必 要 書 類　１　入院医療費の領収書（原本）　２　健康保険証の写し 
３　受給者の印鑑　　　　　　　　４　普通預金通帳(郵便局以外） 

◎問合せ　保険年金課　医療給付係　1内線113

　身体や精神に障害のある方が所有する軽自動車、原動機付自転車は、日常生活を営むうえで必要な自動車とし
て、１台に限り軽自動車税の減免を受けることができます。また、18歳未満で身体に障害のある方、知的障害の
ある方及び精神障害のある方は、同一生計の方が所有している軽自動車の減免を受けることができます。 
　障害の級によっては、障害のある方本人が運転する場合に限られることもあります。 
既に、普通自動車税の減免を受けている場合は、軽自動車税は減免の対象とはなりません。 
※　申請方法・・・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳等と運転免許証、車検
証、印鑑を持参して、５月24日（火）までに市役所税務課ヘお越しください。 
※　減免対象者は、次の表に該当する方です。 

障 害 の 区 分 等
 

 
視 覚 障 害  
聴 覚 障 害  
平 衡 機 能 障 害  
音 声 機 能 障 害  
上 肢 不 自 由  
下 肢 不 自 由  
体 幹 不 自 由  

減免の対象となる範囲 

知 的 障 害 者  
精 神 障 害 者  

乳幼児期以前の非進行性の
脳変病による運動機能障害 

上肢機能 
移動機能 

心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・小腸・直
腸 の 機 能 障 害  
ヒ ト 免 疫 不 全 ウ イ ル ス  
に よ る 免 疫 機 能 障 害  

身体障害者手帳 
１～３級、４級の１ 
２～３級 
３級 
３級 
１～３級 
１～６級 
１～３級、５級 
１～３級 
１～６級 

１級、３級 
 
１～３級 

療育手帳　Ａ、Ａ１、Ａ２ 
精神障害者保険福祉手帳　１級 

戦傷病者手帳 
 
特別項症、１～４項症 
 
特別項症、１～２項症 
特別項症、１～４項症 
特別項症、１～６項症 
１～３款症 
 
 

特別項症、１～３項症 

◎問合せ　税務課　税政係　1内線119
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平成17年度 スポーツガイド スポーツガイド スポーツガイド 

◆健康体操（ストレッチ体操とウォーキングを主とした体操） 
講師名 開催日 時間 募集人員 場所 持ち物 参加料 

◆３Ｂ体操（ボール・ベル・ベルダーを使ったリズム体操） 
講師名 開催日 時間 募集人員 場所 持ち物 参加料 

◆初心者のためのヨガセラピー教室 

弓道教室（瑞浪市弓道連盟主催） 

講師名 

期　間 

時　間 

場　所 

対　象 

締　切 

参加料 

瑞浪ジュニアソフトテニスクラブ部員募集 

練習日 

場　所 

対　象 

締　切 

年会費 

開催日 時間 募集人員 場所 持ち物 参加料 

◆マレッツトゴルフ教室 
講師名 開催日 時間 募集人員 場所 持ち物 参加料 

多々良恵子 10回（第1・3日曜日） 
4/3・17、5/1・15、 
6/5・19、7/10・31、 
8/7・21

9：00 
～ 

11：00

40人 
（大人対象） 

市民体育館 
市民競技場 

タオル 
飲み物 
運動靴（外用） 

2,500円 
（保険料含む） 

古賀　眞理 10回（第2・4日曜日） 
4/10・23、5/８・22、 
6/12・26、7/9・24、 
8/14・21

10：00 
～ 

11：30

親子50組 
（子供は幼・ 
保・小学生） 

市民体育館 タオル 
飲み物 
室内シューズ 

親子で 
3,000円 
（保険料含む） 

半谷　明美 

４月～５月（毎週火・金曜日の全16回） 

◎問合せ・申込み　スポーツ振興課　168-0747

19時～21時 

瑞浪市弓道場（市役所横） 

一般・子供 

３月24日（木） 

１,500円（保険料含む） 

４月～11月（土・日・祝日）小中学校の休校日 

◎問合せ・申込み　代表　鈴木彰彦　168-5435

◎問合せ・申込み　〒509-6133　明世町戸狩191　市民体育館 
　　　　　　　　  スポーツ振興課　168-0747　FAX68-0748

市営狭間川テニスコート（予定） 

市内在住　①新年度小学２年生以上の児童 
　　　　　②新年度中学１年生の生徒 
①３月24日（木）　②５月20日（金） 

①5,000円　②6,000円 
（保険料・ボール代・コート使用料等） 

８回 
5/13・20・27、 
6/3・10・17・24、7/1

13：30 
～ 

15：00

40人 
（年齢問わず） 

市民体育館 タオル 
飲み物 
バスタオル１枚 

2,500円 
（保険料含む） 

・日吉ﾏﾚｯﾄ 
　ｺﾞﾙﾌ協会 
・稲津ﾏﾚｯﾄ 
　ｺﾞﾙﾌ協会 

９回（毎月１回木曜日） 
日吉  4/7、6/16、8/11、 
　　 10/13、12/8 
稲津  5/19、7/14、9/22、 
　　 11/10

9：00 
～ 

15：00

35人 
（年齢問わず） 

日吉ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場 
稲津ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場 
（8：30市役所か 
らバス出発） 

タオル 
飲み物、 
弁当（道具は 
無料でﾚﾝﾀﾙ可） 

2,000円 
入場料１回 
300円 
別途必要 
（保険料含む） 

※各教室に参加希望の方は、市民体育館および各コミュニティーセンターに置いてあります申込用紙に必要
事項を記入し、市民体育館に直接提出するか、郵送まはFAXしてください。なお、定員になり次第締め
切らせていただきます。 

瑞浪市役所　1 68-21119



・応募資格 調理師免許を有する市内の事業者で、
市税等の滞納のない方

・使用条件 営業開始可能時期は４月以降。面積約
101㎡（客席数最大38席）

・賃 貸 料 入札等により決定
・提出書類 市税納税証明・調理師免許の写し
・応募期限 ３月20日（日）
※その他詳細は下記までお問い合わせください。
◎申込・問合せ 総合文化センター　168-5281

水道モニターを募集します。モニターの仕事は、
水道水の色・濁り・残留塩素の３項目を毎日検査し
ていただくもので、５分程度で行える簡単なもので
す。検査手数料、応募方法など詳細についてはお問
合せください。応募多数の場合は検査地点等を考慮
のうえ決定させていただきます。
・募集定員 19ある配水区に各１人
・委託期間 ４月１日から１年間
・応募期限 ３月15日（火）
◎問合せ 上下水道管理課　1内線243・244

一般の方を対象に「科目聴講生」を募集します。
【情報処理】定員10人　
・期日 半年間（前期：４月～９月、後期：10月

～２月）週１回（曜日未定）
・時間 15時15分～16時55分
・内容 表計算ソフト活用の基礎・応用、ビジネ

ス計算
【異文化理解】定員10人　
・期日 １年間（４月～２月）、週１回（曜日未

定）
・時間 15時15分～16時55分
・内容 英会話や英語を話す国々の文化について

楽しく学びます。外国人講師と日本人英
語教師によるチームティーチングの授業
です。

○費　　用 半期：1,560円、年間3,120円プラス教
材費実費

○申込期限 ３月２日（水）～22日（火）
○提出書類 本校指定の申込書、身元を証明できる

もの
※詳しくは下記までお問い合わせください。
◎申込・問合せ 東濃フロンティア高等学校

155-4151 佐橋

10平成17年３月１日

市之瀬廣太氏の作品の中で、
鳥をモチーフにした作品を展示
しました。愛情と優しさにあふ
れた作品に出会って下さい。
・期　間

５月31日（火）まで
◎問合せ

市之瀬美術館　168-9400

・期　間 ３月２日（水）～３月13日（日）
・入館料 大人500円、小人300円
※展示期間中、毎日各流派の先生をお招きして呈茶
席も開催しています。また、一日限定30食で和風、
洋風、すし会席をご用意しています。使用された
和子デザインの角皿をもれなく進呈。完全予約制
ですので、詳しくはお問い合わせください。

「子供のための歌舞伎伝承教室」
見るもの触れるものすべて初めて、というところ

からスタートした浄瑠璃・三味線・踊りを発表しま
す。
・日　時 ３月13日（日） 13時30分～
・入館料 無料

親と子のミュージアムタイムⅢ
「みんなの展覧会」

昨年４月から毎月開催してきた親と子のミュージ
アムタイムの参加者総勢51人による、一年間の活動
報告展です。子どもの成長・親子の絆、展示から
様々な姿が読み取ることができます。
・期　間 ３月13日（日）～３月21日（月・祝日）
・入館料 無料
※同時開催　「子供のためのコンサート」

～ピーターと狼～
・音　　　楽 アンサンブル・ジョカーレ
・ナレーター ミュージアム中仙道話し方サロン
◎問合せ ミュージアム中仙道　168-0505

〒509-6133 明世町戸狩331
http//www.nsk21.co.jp/meseum/
E-mail:art-golf@abelia.ocn.ne.jp

市之瀬廣太記念美術館からの催し物のご案内

ミュージアム中仙道からの催し物のご案内

総合文化センター喫茶室事業者の募集

水道モニター募集

東濃フロンティア高校学校
「科目聴講生」募集

「鳥と・・・」

◆「皇游（佐藤）和子作陶展」

◆文部科学省「子供の居場所」事業
合同報告会



・日　時 ３月14日（月） 10時～15時30分
・場　所 瑞浪市役所
※採血後は約５～10分くらいの休憩をとるだけで普
段と同じ生活をしていただいて差し支えありませ
ん。

◆「骨髄ドナー登録会」を同時開催します

同会場で瑞浪桔梗ライオンズクラブ主催により、
ドナー登録会を行います。
白血病など血液の病気で苦しむ方が、骨髄移植を

受けることができるように、骨髄提供者の登録をす
るデータバンクです。
一人でも多くの患者さんを救うためにも、温かい

ご協力をお願いします。
◎問合せ 保健センター　167-2700

受診時間：９時～15時

※受診の際は、当日電話予約が必要です。

～たくさんの愛に包まれた

一匹の盲導犬の感動の物語～『クイール』
原作は、実在したラブラドール・レトリバーの盲

導犬クイールの生涯をモノクロームの写真と文書で
綴った｢盲導犬クイールの一生｣。子どもから大人ま
で幅広い層に支持されベストセラーとなり、2004年
春映画化された優しさに満ちた感動の作品です。
・日　　時 ３月30日（水）13時30分～
・会　　場 総合文化センター　文化ホール
・上映時間 100分
・入 場 料 無　料
◎問合せ 社会福祉協議会　168-4148

・日　時 ３月19日（土）15時～17時
・会　場 まなびパークたじみ
・演　題 「理解して、日本で働く外国人の人権状況」

－真の共生を目指して－
・入場料 無　料
・主　催 多治見市人権擁護委員連絡会

岐阜県人権擁護委員連合会人権の国際化　
問題研究部会

◎問合せ 寺尾　123-2895

瑞浪市役所　1 68-211111

ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…３月14日（月）10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…３月17日（木）10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…３月２日（水）・９日（水）・27日（日）
10時～16時

◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148
日時…毎週月曜日（祝祭日の場合は翌日）

10時～15時

市役所１階市民相談室

◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線160
日時…３月７日（月）９時～12時

◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線245
日時…３月15日（火）10時～15時

※高齢者向け住宅改修相談有り
◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線102
・陶児童館　３月２日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

３月２日（水）13時30分～15時30分
・釜戸コミュニティーセンター

３月９日（水）10時～12時
・日吉コミュニティーセンター

３月９日（水）13時30分～15時30分

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）
◆母子相談 社会福祉課　1内線102
日時…３月１日（火）９時～12時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 学校教育課　1内線488
日時…毎週火・金曜日　13時～17時

◆電話相談 相談日のみ　167-3338

○市県民税（特別徴収） ２月分 ３月10日（木）
○国民健康保険料 ３月分 ３月31日（木）
○保育料 ３月分 ３月31日（木）
○水道料金・下水道使用料２月分 ３月31日（木）
○市営住宅使用料 ３月分 ３月31日（木）
○介護保険料 ３月分 ３月31日（木）

３月６日（日）・10日（木）・16日（水）・22日（火）・
28日（月）

斎場のお休み 市民課　1内線105

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）（３月分）

献血にご協力ください（200ml/400ml）

歯科休日在宅当番医

春休み親子映画会開催のご案内

人権講演会のご案内

相 談 コ ー ナ ー

３月20日（日） 土屋歯科医院 68-8148

３月21日（月） 佐々木歯科医院 68-3776



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 

広報みずなみは、最新３号（全ページ）が、瑞浪市ホームページでご覧になれます。 

ツベルクリン検査・ＢＣＧ予防接種 麻しん予防接種 

子宮頸がん・乳がん検診を受診しましょう 

増加する子宮頸がん・乳がん 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 時　　間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

１歳児すくすく教室 

３ 歳 児 健 康 診 査   
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

９時50分～10時受付 
（終了は11時30分） 

母子健康手帳・早朝尿（50cc） 
歯ブラシ・コップ・タオル 
※保護者の歯科健診等 
　も同時に行います。 

平成14年３月１日～ 
　　　３月15日生まれ 

平成14年３月16日～ 
　　　３月31日生まれ 

母子健康手帳・お茶 平成16年３月生まれ ３月24日（木） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装 
でおいでください。 

４歳児はみがき教室 平成13年３月生まれ 
３月14日（月） 

４歳６ヶ月児はみがき教室 平成12年９月生まれ 

３月18日（金） 

３月25日（金） 

　結核予防法の一部改正により、平成17年４月から
BCG接種対象年齢が「生後６ヵ月に達するまでの期間」
になります。そのため、下記の対象者に対して予防接
種を実施します。 
対象者：平成16年４月１日～平成16年12月31日までの

出生児 
＊ただし、満４歳未満でまだ受けていない児も含む 

 
 
　市では、30歳以上の女性を対象に子宮頸がん・視触
診のみの乳がん検診および、50歳以上の希望者にマン
モグラフィ（乳房Ｘ線撮影）を取り入れた乳がん検診
を行っています。昨年度の子宮頸がん検診は１,499人
が受診され、乳がん検診は１,115人が視触診を、132
人がマンモグラフィを受診されました。がん発見者数
は、子宮頸がんでは平成13年に１人、14年に２人、15
年に１人、乳がんでは13年、14年、15年に１人ずつ発
見されています。 
　全国的にみて子宮頸がんは、50歳以上の中高年層で
この20年間減少していますが、20～24歳では約２倍、
25～29歳では３～４倍に増加しています。乳がんは、
40～50歳代で急増しており、女性に最も多いがんのひ
とつとなっています。 
平成17年度からこうなります 
　このような状況を踏まえ国では、より早期に発見す
ることで死亡率を減らし、子宮や乳房を残す治療を可

能にするための検診の方法や対象年齢などの研究が進
められ、「がん検診実施のための指針」が改正されま
した。これに伴い、市でも平成17年度から子宮頸がん・
乳がん検診の体制を変更することになりました。 
　子宮頸がん検診は20歳以上の方を対象に、２年に１
回の検診を行ないます。 
　乳がん検診については、40歳以上の方を対象にマン
モグラフィと視触診を併用した検診のみになり、検診
間隔は２年に１回となります。それに伴い、30～39歳
の方の視触診のみの乳がん検診は廃止となります。 
　生涯にわたって健やかな女性であるために、子宮頸
がん・乳がん検診を受診されることをお勧めします。 
　また乳がん検診については、日常の健康管理の一環
として「自己検診」を行い、自覚症状がある場合は早
めに受診することが重要です。 
　現在登録されている方で、平成17年度検診の対象と
なる方には、４月以降に順次案内を郵送します。 
　登録をご希望の方は、保健センターまでご連絡くだ
さい。 

３月７日（月） 
３月15日（火） 
３月28日（月） 

ツベルクリン検査 

３月９日（水） 
３月17日（木） 
３月30日（水） 

 13時30分 
～ 

14時30分 

判定日・ＢＣＧ 

保　健 
センター 

場　所 受付時間 

＜対 象 者＞  平成16年３月生まれ 
＊満７歳半（90ヶ月）未満でまだ接種
していない児も含む。 

　　　ただし、麻しんにかかったことのある児は除く。 
＜料　　金＞  無料 
＜接種方法＞①３月25日（金）までに、申込みハガキを

保健センターまで提出してください。 
②４月１日（金）以降に希望した医 療機関
に電話予約をし、接種して下さい。 


